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クロカジキ 大西洋 
（Blue marlin Makaira nigricans） 

 
 

管理・関係機関 

大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT） 

最近の動き 

最新の資源評価は 2018 年に ICCAT の科学委員会（SCRS）
によって実施された。その結果、前回 2011 年の資源評価結果
と同様に、本種は資源量が乱獲状態であり、漁獲圧も過剰漁獲
状態であることが示された。さらに将来予測の結果から、さら
なる総漁獲可能量（TAC）の引き下げの必要性が勧告された。
これを受け、2019 年の ICCAT 年次会合で、2020 年以降の陸
揚げ限度量を 1,670 トンとすることが合意された。ICCAT で
は、スポーツフィッシングや沿岸漁業を含めた全ての漁業を対
象とする管理方策を策定している。 

利用・用途 

刺身、寿司で生食される他、切り身はステーキやソテーにさ
れる。 

漁業の概要 

本資源を主対象としている漁業は米国、ベネズエラ、バハマ、
ブラジル等のスポーツフィッシングとカリブ海諸国やアフリ
カ西岸諸国、ブラジル等の沿岸零細漁業であり、近年は、日本
や台湾等のマグロ類を対象としたはえ縄漁業の混獲及びカリ
ブ海諸国やアフリカ西岸諸国の沿岸漁業によって漁獲されて
いる（図 1、2）。本資源の漁獲量は 1979～1998 年に増加傾

向を示した後、2000 年代中旬まで減少し、その後再び増加し
たが、2009 年以降は減少傾向を示している。1990 年代半ば～
2000 年代半ばには便宜置籍船によるはえ縄等の漁獲等が増加
した。また、1996 年以降からはガーナ、コートジボワールと
いった沿岸零細漁業国がまとまった漁獲を揚げる等、近年は新
しい漁業国による漁獲が増えている。2021 年の総漁獲量は
1,667 トンであった（図 1）。日本の漁獲量は、2001 年以降増
加の傾向を示し 2008 年に 1,000 トンを上回った。その後、漁
獲量は減少しつつも 2021 年は 287 トンを記録し、漁獲量は
国・地域別で最多となっている（表 1）。また、本種の総漁獲
量のトレンドは、おおよそはえ縄の漁獲量のトレンドと一致し
ていたが、2000 年以降は、それ以外の漁業による漁獲が無視
できない量となっている（図 2）。 

図 2. 大西洋におけるクロカジキの漁法別漁獲量（1956～2021 年、
ICCAT 2022a、2022b） 

図 1. 大西洋におけるクロカジキの国・地域別漁獲量（1956～2021
年、ICCAT 2022a、2022b） 

表 1. 近年の国・地域別漁獲量（トン）（2017～2021 年、ICCAT 
2022a） 

その他の漁獲には、スペイン、フランス、ポルトガル等が含まれる。 

国／年 2017 2018 2019 2020 2021
台湾 99 90 62 112 76
キューバ 0 0 0 0 0
日本 430 293 365 317 28
韓国 25 25 13 20 12
米国 60 43 42 35 32
ブラジル 64 37 20 13 2
コートジボワール 44 32 163 41 148
ガーナ 162 60 44 53 278
ベネズエラ 97 125 60 42 121
その他 1,303 893 933 821 711
合計 2,284 1,598 1,702 1,454 1,667
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本資源はその分布に応じて、熱帯～温帯の外洋域で浅縄を用
いてマグロ類を狙うはえ縄によって最も多く漁獲されている。
一方、外洋域で夜縄を用いてメカジキを漁獲したり、深縄を用
いてメバチを漁獲するはえ縄によっても漁獲されている。 

生物学的特性 

【分布と回遊】 
本資源の分布域は、電子標識を装着した個体の追跡結果を用

いた予測により、西部大西洋の熱帯域を中心に温帯域まで広が
ると推定されている（Goodyear 2016）。大西洋の西側ではカ
ナダ沖～アルゼンチン沖、東側ではアゾレス諸島～南アフリカ
沖で漁獲されている（図 3、4）。一方、その分布形態は、他の
サバ科魚類等と異なり、群遊せず低密度で、広く存在している
（Jones and Prince 1998）。 

本資源はニシマカジキ同様、外洋の表層域を主たる分布域と
しており、分布水深帯は、夜間はごく表層付近に留まることが
多く、昼間は 40～100 m 以上のやや深い場所に多く分布する

図 4. 1956～2000 年の四半期別の平均漁獲重量分布（ICCAT 2004） 
赤丸：はえ縄の漁獲量、黄緑丸：はえ縄以外の漁業の漁獲量。この図は、本種の季節別分布状況を良く表している。 

図 3. クロカジキ（大西洋）の分布 
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ことが知られている（Goodyear et al. 2008）。本資源の鉛直分
布パターンは個体差が大きく、また水温や溶存酸素量といった
海洋環境要因の影響を受けることも報告されている（Prince et 
al. 2010）。また、気候変動によって引き起こされる溶存酸素
の枯渇は、本資源の生息域を喪失させる可能性があると指摘さ
れている（Stramma et al. 2011）。 
 
【成長と成熟】 

本資源は、少なくとも 540 kg に達する大型魚類である
（Wilson et al. 1991）。雌は雄よりも成長が早く、最大体長も
大きいことが知られており、近年の研究によって捕獲された雄
の最大体長は下顎叉長 254 cm、雌は下顎叉長 370 cm と報告
されている（Hoolihan et al. 2019）。若齢個体の成長は硬骨魚
類の中でも最も速いものの一つであると考えられており、1 歳
で下顎叉長は 180 cm 程度まで成長すると考えられている
（Hoolihan et al. 2019）。成熟に関しては、知見が十分ではな
いが、資源評価では雌の 50％成熟体長を 206 cm（2～4 歳）
と想定している（ICCAT 2018a）。本資源は、カリブ海中部～
北部域及びバハマの北側域で夏から秋に産卵していることが
知られているが、その他の海域でも産卵している可能性がある
（Richardson et al. 2009）。本種は、海洋生態系における高次
捕食者であり、様々な魚類及び頭足類を捕食するが、サバ科魚
類を好んで食べることが報告されている（Rudershausen et al. 
2010）。 

資源状態 

最新の資源評価は 2018 年 6 月に SCRS によって実施された
（ICCAT 2018a）。資源評価には、プロダクションモデルの Just 
Another Bayesian Biomass Assessment（JABBA）と A Stock-
Production Model Incorporating Covariates（ASPIC）及び統合
モデルの Stock Synthesis 3（SS3）が用いられ、最終的に JABBA
と SS3 の結果が採用された。これらの資源評価モデルには、デ
ータ準備会合で選定された 10 種の漁業の資源量指数が適用さ
れた（図 5）。また、総漁獲量は公式統計（図 1）に未分類の
カジキ類の漁獲量を考慮して加えたものを用いた。2 つの資源

評価モデルの結果を合わせると、53.7％の確率で資源量は乱獲
状態であり、漁獲も過剰漁獲状態であることを示した（図 6）。
近年の資源量指数は概ね一定であり、50％以上の確率で過剰
漁獲状態であることから、本稿では資源水準は低位、資源動向
は横ばいとした。さらに、SCRS は、JABBA と SS3 の結果をも
とに将来予測も行い、2028 年に 50％以上の確率で資源を最大
持続生産量（MSY）を実現するレベルにするための TAC（1,750
トン）を算出した（図 7）。これらの結果を受け、SCRS は、
2011 年の資源評価結果で決定した 2,000 トンの TAC を上回る
漁獲が続いたため、資源量は回復しなかったと結論づけた
（ICCAT 2011、2018b）。なお、SCRS は、この結果に対し、
本資源の漁獲量と生産性について不確実性があることを資源
評価報告に明記している（ICCAT 2018b）。 

図 5. データ準備会合において選ばれた 10 種の漁業による資源量指数（1956～2016 年、ICCAT 2018b） 

図 6. JABBA 及び SS3 による 2016 年の資源状態（神戸プロット）
（ICCAT 2018b） 
資源状態と管理勧告は JABBA と SS3 の結果によって決定された。
赤丸は SS3 の結果、青丸は JABBA の結果である。 
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管理方策 

2018 年に行われた資源評価結果に基づき、SCRS は現行の
TAC を引き下げる必要性を勧告した。これを受け 2019 年の
ICCAT 年次会合では、大西洋のクロカジキ資源に対して、2020
年以降の放流を除いた陸揚げ限度量を 1,670 トンとすること
が合意され、以前と同様に、放流後の死亡率を最小化するよう
取り組むことが勧告された（ICCAT 2012、2015、2018c、2019）。
日本の割当量は年間 328.1 トンである。また、生きて漁獲され
た個体はできるだけ放流後の生存率が高くなるように放流す
ること、資源解析・評価の実施に当たって問題となった各国の
生存放流及び死亡投棄個体数の推定方法をSCRS が検証するこ
と、スポーツフィッシングに対してはオブザーバーの乗船（カ
バー率 5％）及びサイズ規制と釣獲物売買の禁止、が勧告され
ている。 

執筆者 

かつお・まぐろユニット 
かじき・さめサブユニット 
水産資源研究所 水産資源研究センター 

広域性資源部 まぐろ第 4 グループ 
ユスップ マルコ・井嶋 浩貴 
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クロカジキ（大西洋）の資源の現況（要約表） 

資源水準 低位 

資源動向 横ばい 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1,454～2,284 トン 
最近（2021）年：1,667 トン 
平均：1,741 トン（2017～2021 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

287～430 トン 
最近（2021）年：287 トン 
平均：338 トン（2017～2021 年） 

管理目標 
MSY：目標値 3,056（2,384～3,536）
トン 

資源評価の方法 
ベイジアンプロダクションモデル
（JABBA）、統合モデル（SS3） 

資源の状態 
現在の資源量は乱獲状態であり、漁獲
も過剰漁獲状態である。 

管理措置 

・ 2020 年 以降の 陸揚げ 限度量 を
1,670 トンとする（日本の割当量は
328.1 トン） 

・スポーツフィッシングについてオ
ブザーバー乗船（5％）、サイズ規
制、漁獲物の売買禁止 

管理機関・関係機関 ICCAT 

最近の資源評価年 2018 年 

次回の資源評価年 2024 年 
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